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石油コンビナート等における事故情報（平成 26年） 

平成 27年７月 

石油コンビナート等災害防止３省連絡会議 

消防庁、厚生労働省、経済産業省は、「石油コンビナート等における災害防止

対策検討関係省庁連絡会議」の報告書（平成 26 年 5 月 16 日公表）を踏まえ、

事業者や業界団体における事故情報等を活用した取組を促進する観点から、こ

の度、３省共同で事故情報等を発信するべく、石油コンビナート等災害防止３

省連絡会議において、平成 26年の石油コンビナート等に関連する事故情報等を

取りまとめました。各分野における事故情報詳細については、各省庁のホーム

ページ又は「３省共同ホームページ」において御覧いただけます。 
（注）３省共同ホームページのＵＲＬは、「３．３省共同ホームページによる情報提供」に記載 

１．石油コンビナート等における事故動向 

１－１ 石油コンビナート等における事故情報 

（１）概況 種別（火災、爆発、漏洩）ごとの事故発生状況 

種 別 
平成２６年中の事故 平成２５年中の事故 

一般事故 地震事故 一般事故 地震事故 

火 災 
１０４ 

（４１．１％） 

１０４ 

（４１．１％） 

－ 

（ －  ％） 

８２ 

（３５．８％） 

８２ 

（３６．０％） 

－ 

（ －  ％） 

爆 発 
６ 

（ ２．４％） 

６ 

（ ２．４％） 

－ 

（ －  ％） 

５ 

（ ２．２％） 

５ 

（ ２．２％） 

－ 

（ －  ％） 

漏 洩 
１３５ 

（５３．４％） 

１３５ 

（５３．４％） 

－ 

（ －  ％） 

１３３ 

（５８．１％） 

１３２ 

（５７．９％） 

１ 

（１００．０％） 

そ 

の 

他 

破 損 
  ８ 

（ ３．１％） 

  ８ 

（ ３．１％） 

－ 

（ －  ％） 

９ 

（ ３．９％） 

９ 

（ ３．９％） 

－ 

（ －  ％） 

上記に該当

しないもの 

－ 

（ －  ％） 

－ 

（ －  ％） 

－ 

（ －  ％） 

－ 

（ －  ％） 

－ 

（ －  ％） 

－ 

（ －  ％） 

合 計 ２５３ ２５３ － ２２９ ２２８ １ 

注）１ 「１－１ 石油コンビナート等における事故情報」は、石油コンビナート等特別

防災区域（３３道府県にまたがる政令で指定された８５地区）内の特定事業所にお

ける事故状況を取りまとめたものである。なお、特定事業所の数は、平成２６年４

月１日現在６９７事業所である（前年同日現在６９８事業所）。 

２ 地震及び津波による事故を「地震事故」といい、地震事故以外の事故を「一般事

故」という。 

３ 平成２６年中の事故では、地震事故はなかった。 
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（２）死傷者の発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）地震事故による死傷者は発生していない。 

 

（３）事故原因 

 

【一般事故における主原因別の事故発生状況】 

施設別 

事故件数 

事故発生原因 

危険物 

施設 

高危混在 

施設 

高圧ガス 

施設 

その他の 

施設 

平成２６年 

総件数 

（総割合％） 

＜参考＞ 
平成２５年 

総件数 

（総割合％） 

要因 

維持管理不十分 16 1  14 31(12.3) 33 （14.5） 

人 

的 

要 

因 

誤操作 10 1  9 20( 7.9) 11 （ 4.8） 

操作確認不十分 18 3 1 16 38(15.0) 31 （13.6） 

操作未実施 1   4 5 ( 2.0) 9 （ 3.9） 

監視不十分 2 1  1 4 ( 1.6) 12 （ 5.3） 

（小 計） 47 6 1 44 98(38.7) 96 （42.1） 

腐食等劣化 50 10 4 12 76(30.0) 73 （32.0） 

物 

的 

要 

因 

設計不良 10 3  7 20( 7.9) 14 （ 6.1） 

故障 7   4 11( 4.3) 8 （ 3.5） 

施工不良 8 2 1 6 17 ( 6.7) 16 （ 7.0） 

破損 12 1  2 15 ( 5.9) 15 （ 6.6） 

交通事故   1  1( 0.4)  

（小 計） 87 16 6 31 140 (55.3) 126 （55.3） 

地震等災害 1  1 1 3 ( 1.2) 2 （ 0.9） 
そ 

の 

他 

放火等    2 2 ( 0.8) 1 （ 0.4） 

不明・調査中 2   8 10 ( 4.0) 

 

3 （ 1.3） 

（小 計） 3  1 11 15 ( 6.0) 6 （ 2.6） 

合 計 137 22 8 86 253 (100.0) 228（100.0）   

 

 

 

 

 

 

区分 

事故 

死傷者の発生し

た事故件数 

死傷者の数 

死者 負傷者 

火   災 8  28 

爆   発 3 5 37 

漏   洩 5   10 

その他 1    1  

合   計 17 5 76 
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【一般事故における主原因別の事故発生状況（構成比）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）事故の発生状況 

 【一般事故における運転状況別の事故発生状況】 

 

 

 

 火災 爆発 漏洩 その他 計 割合 

定常運転中 55  4 67  4 130 51.4 

スタートアップ中  5  1  7  13  5.1 

シャットダウン中  4   4   8  3.2 

緊急操作中  1     1  0.4 

停止中 14  13  27 10.7 

休止中  2   2   4  1.6 

貯蔵・保管中  3  15  1 19 7.5 

給油中      0  

受入中    8  2 10 4.0 

払出中  1   6   7 2.8 

運搬中  1   1   2 0.8 

荷積中  1   5   6 2.4 

荷卸中    2   2 0.8 

試運転中  1    1  2 0.8 

新規建設中  1     1 0.4 

改造中  4     4 1.6 

廃止解体中  4     4 1.6 

移送中    3   3 1.2 

その他  7  1  2  10 4.0 

合 計 104  6 135  8 253 100.0 
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１－２ 危険物施設の事故動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）概況 危険物に係る事故の発生状況 

 

【平成 26年中に発生した危険物に係る事故の概要】 

  事故の態様 危険物 

に係る 

事故発 

生件数 

火        災 流 出 事 故 その他 

  発生件数等 
発生 

件数 

被 害 

発生件数 

被 害 
発生 

件数 区分   
死者 

数 

負傷 

者数 

死者 

数 

負傷 

者数 

危険物施設 818  203  1  64  396  0  25  219  

危
険
物
施
設 

以
外 

無許可施設 9  6  1  5  3  0  0  0  

危険物運搬中 12  0  0  0  12  0  5  0  

仮貯蔵・仮取扱 1  0  0  0  1  0  0  0  

小 計 22  6  1  5  16  0  5  0  

合 計 840  209  2  69  412  0  30  219  

 

 

 

 

 

 

 

143 146 141 

133 

107 113 
134 

144 

155 157 

162 

194 

169 170 188 

195 

188 

223 

169 

176 

162 

179 189 
198 188 

203 
209 

235 
204 202 212 174 210 

228 
238 

281 269 
317 

334 

331 

352 

359 

392 

375 

434 

384 

360 

357 

396 375 376 

396 

352 

381 

345 

335 319 287 
344 

372 

393 

438 431 

511 503 

501 

540 

554 
580 

598 

603 

560 

522 

536 

585 

573 
564 

599 

0

100

200

300

400

500

600

元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

[件] 

火災事故 流出事故 総事故件数 

危険物施設における火災及び流出事故の合計件数は、平成 19年をピークとし、その後も高

い水準で推移しています。また、平成元年以降事故が最も少なかった平成６年と比べると、

危険物施設数は減少しているにもかかわらず、事故件数は約２倍に増加しています。 

［年］ （平成） 
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（２）事故原因 

 

【一般事故における主原因別の事故発生状況】 

 

製造所等の別 

製造所 貯蔵所 取扱所 計 
比率 

（％） 

平成 26 年 

発生原因 
件数 

比率 

（％） 

人
的
要
因 

維持管理 

不十分 
7  4 49 60 29.6  43  22.9 

誤操作 5  1 9  15  7.4  13  6.9 

操作確認 

不十分 
7  2 15  24  11.8  26  13.8 

操作未実施 2  2 10 14 6.9  12  6.4 

監視不十分 1  0  10  11  5.4  11  5.9 

小 計 22  9 93 124 61.1  105  55.9 

物
的
要
因 

腐食疲労等 

劣化 
2  0  12 14 6.9  22  11.7 

設計不良 5  0  12 17 8.4  12  6.4 

故 障 2  4 8 14 6.9  9  4.8 

施工不良 3  0  2 5 2.5  3  1.6 

破 損 1  0 6 7 3.4  8  4.3 

小 計 13  4 40  57 28.1  54  28.7 

そ
の
他
の
要
因 

放火等 0  0  2 2 1.0  1  0.5 

交通事故 0  0  6 6 3.0  2  1.1 

類 焼 0  0  2  2 1.0  0  0.0 

地震等災害 0  0  1  1  0.5  0  0.0 

悪 戯 0  0  0  0  0.0  0  0.0 

小 計 0  0 11 11  5.4  3  1.6 

不 明 1  1  5  7 3.4  20  10.6 

調査中 0  1 3 4 2.0  6  3.2 

合 計 36  15 152 203 100.0  188  100.0 
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【平成 26年中の危険物施設における火災・流出事故の発生要因】 

 

 

 

 

  

平成26年中 

火災事故 

発生総数 

203件 

人的 

要因 

124件 

 物的 

 要因 

  57件 

 調査中   
 4件 

維持管理 

 不十分 
  60件 

操作確認 

不十分 
 24件 

操作 

 未実施 
  14件 

誤操作 
15件 

監視 

不十分 
11件 

腐食疲労等劣化 
   14件 

施工不良 

    5件 

設計不良 
  17件 

故障 

14件 

その他 
 の要因 

   11件 

不明 
 7件 

交通事故 6件 

放火等 2件 

破損 

 7件 

類焼 2件 

 

地震等災害 1 件 

平成26年中 

流出事故 

発生総数 

396件 

 人的 

 要因 
 125件 

 物的 

 要因 

 227件 

調 

査 

中 
8件 

交通 

 事故 
  22件 

監視 

不十分 
 29件 

操作確認 

不十分 

    53件  

操作未実施 

     9件 
 

誤操作 
 20件 

腐食疲労等劣化 
    148件 

故障 
 14件 

破損 
 38件 

施工不良 
  17件 

その他 

 の要因 
  25件 

不明 
 11件 

地震等災害 2 件 

悪戯 1 件 

維持管理不十分 
   14 件 

設計不良  
10 件 
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１－３ 高圧ガス製造事業所の事故動向（平成 26年） 

 

（１）高圧ガス製造事業所における事故件数の推移（事業所種類別） 

○高圧ガス製造事業所のうち、コンビナート等保安規則適用事業所における平

成 26 年の事故件数は 45件で、前年に比べて６件の増加となった。 

 

（図１）高圧ガス製造事業所における事故件数の推移（事業所種類別）  

 
 

 

 

 

 

 

 

（２）高圧ガス製造事業所のうち、コンビナート等保安規則適用事業所の事故

の現象及び事故原因（平成 26年） 

○事故の現象は、「爆発」、「火災」、「破裂・破損等」がそれぞれ 1件（表１）、

「漏えい」が 42件（93％）となっており、「漏えい」事象を分類すると「漏

えい①」が 56％（25 件）を占めている（図２）。また、「漏えい」（一次事

象：42 件）のうち、14％（6 件）が「火災」（二次事象）に至っている（表

２）。 

○「漏えい」の主な事故発生原因を分類すると、「腐食管理不良」が 38％(16

元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

冷凍 7 6 3 4 6 10 23 5 7 7 7 6 7 6 13 5 16 21 40 53 85 94 180 124 145 125

ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ 7 4 7 2 6 6 7 8 7 14 8 5 4 14 16 18 15 37 31 79 55 55 68 56 39 45

LP 6 2 7 9 5 6 6 4 3 5 7 4 6 9 8 10 10 8 24 21 20 28 27 21 23 16

一般 5 8 5 5 6 7 10 10 8 9 7 18 15 19 23 33 26 34 55 61 91 110 122 102 84 67

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

件
数

（
件

）

平成（年）

冷凍

ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄ

LP

一般

（注１）事故の区分は高圧ガス保安法の適用規則ごとの事故件数を示す（冷凍：冷凍保安規則適用事業所、コ

ンビナート：コンビナート等保安規則適用事業所、ＬＰ：液化石油ガス保安規則適用事業所、一般：

一般高圧ガス保安規則適用事業所）。 

（注２）コンビナート等保安規則適用事業所とは、コンビナート地域内における一定規模以上の事業所及びコ

ンビナート地域外にある大規模な事業所をいう。 

（注３） 右端の平成 23年の数字は、東日本大震災による事故件数を除いた数字 

（注４） 事故件数については、今後の報告により変更もありうる。 
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件)、「設計不良」が 21％（9件）を占める（図３）。 

 

（図２）コンビナート等保安規則適用事業所の事故の現象（平成 26年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図３）コンビナート等保安規則適用事業所における 

「漏えい」事象の事故原因（平成 26年） 

 
 

 

 

漏えい① 

25件(56%) 
漏えい② 

13件（29%） 

漏えい③ 

4件(9%) 

爆発 1件(2%) 

火災 1件(2%) 

破裂・破損等  

1件(2%) 

腐食管理不良,  

16件, 38% 

設計不良, 

9件, 21% 

締結管理不良,  

4件, 10% 

シール管理不良, 

3件, 7% 

調査中,2件, 5% 

操作基準等の不備 

2件, 5% 

施工管理不良, 

 2件, 5% 

検査管理不良, 

2件, 5% 
その他, 1件, 2% 

製作不良1件, 2% 

事故の現象は、①爆発、②火災、③噴出・漏えい（「漏えい」と表示）、④破裂・破損等に分類。 

このうち、「漏えい」の分類は、次のとおり： 

・漏えい①：機器、配管などの本体（溶接部を含む。）の損傷、破壊（疲労、腐食など）による漏えい 

・漏えい②：フランジなどの締結部、バルブなどの開閉部と取付部、可動シール部からの比較的微少な漏えい 

（パッキンなどの劣化を含む。） 

・漏えい③：上記以外のバルブの誤開閉、開閉忘れ、液封、外部衝撃などによる破裂、破損、変形、その他 

比較的大規模な漏えい 

※グラフ中の数字は、事故件
数と括弧内の％はその割合
を示す。 

※グラフ中の数字は、事故
件数と括弧内の％はその
割合を示す。 
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（表１）爆発、火災、破裂・破損等の事故事例（平成 26年） 

 

  

No
.

事
故

名
称

年
月

日
死 者

重 傷
軽 傷

計
規 模

物
質

名
1次

事
象

2次
事

象
噴

出
・漏

え
い

の
分

類
業

種
設

備
区

分
取

扱
状

態
事

故
原

因
(主

因
)

事
故

原
因

(副
因

)
着

火
源

事
故

概
要

1

ナ
フ

サ
水

素
化

処
理

装
置

の
加

熱
炉

内
部

の
異

常
燃

焼

20
14

/8
/2

0
0

0
0

0
Ｃ

ナ
フ

サ
火

災
－

－
石

油
精

製
加

熱
炉

＜
製

造
中

＞
（ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞

＜
誤

操
作

、誤
判

断
＞

裸
火

8月
20

日
2時

20
分

頃
、B

TX
設

備
の

ナ
フ

サ
水

素
化

処
理

装
置

の
ス

タ
ビ

ラ
イ

ザ
ー

リ
ボ

イ
ラ

ー
加

熱
炉

（F
-4

10
2）

内
部

に
お

い
て

、バ
ー

ナ
ー

か
ら

ナ
フ

サ
留

分
が

流
出

し
た

こ
と

に
よ

り
、火

災
（異

常
燃

焼
）が

発
生

し
た

。6
月

22
日

か
ら

8月
5日

ま
で

、B
TX

設
備

の
定

期
修

理
工

事
を

行
い

、8
月

17
日

か
ら

運
転

開
始

準
備

作
業

を
行

っ
て

い
た

。8
月

20
日

、計
器

指
示

値
の

異
常

を
確

認
し

た
た

め
、作

業
員

が
現

場
に

向
か

い
、2

時
20

分
頃

、加
熱

炉
（F

-4
10

2）
の

の
ぞ

き
窓

か
ら

炉
内

の
確

認
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、炉
床

で
異

常
燃

焼
が

発
生

し
て

い
た

。こ
の

た
め

、装
置

の
緊

急
停

止
を

行
い

、2
時

29
分

に
公

設
消

防
に

通
報

を
行

う
と

と
も

に
、縁

切
り

操
作

、降
圧

、炉
内

温
度

を
下

げ
る

操
作

や
、防

消
火

設
備

等
に

よ
る

措
置

を
行

っ
た

。4
時

53
分

、消
防

に
よ

り
鎮

火
が

確
認

さ
れ

た
。今

回
の

異
常

燃
焼

は
、バ

ー
ナ

ー
か

ら
ナ

フ
サ

留
分

が
流

出
し

た
こ

と
に

よ
る

も
の

で
あ

る
。流

出
は

、以
下

の
原

因
に

よ
り

発
生

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。①
長

期
間

の
定

期
修

理
の

た
め

設
備

内
に

錆
等

の
ス

ケ
ー

ル
が

生
じ

て
い

た
（※

1）
と

こ
ろ

に
、運

転
開

始
に

よ
り

ス
ケ

ー
ル

で
原

料
供

給
ポ

ン
プ

の
目

詰
ま

り
が

発
生

し
た

た
め

、ポ
ン

プ
の

出
力

が
低

下
し

、
ナ

フ
サ

の
蒸

留
塔

（C
-4

20
1）

へ
の

供
給

量
が

減
少

し
た

。②
そ

の
結

果
、蒸

留
塔

の
温

度
が

上
昇

し
て

、本
来

気
化

し
な

い
多

量
の

ナ
フ

サ
留

分
等

が
頂

部
か

ら
塔

頂
受

槽
（V

-4
20

5）
に

流
れ

、塔
頂

受
槽

の
液

面
が

上
昇

し
た

。③
そ

の
対

応
と

し
て

、塔
頂

受
槽

の
液

面
調

整
の

た
め

に
ポ

ン
プ

（P
-4

20
3）

を
操

作
し

た
が

、過
負

荷
（過

電
流

）（
※

2）
に

よ
り

ポ
ン

プ
が

停
止

し
た

。④
そ

の
結

果
、塔

頂
受

槽
の

液
面

が
さ

ら
に

上
昇

し
、液

状
の

ナ
フ

サ
等

が
後

段
の

燃
料

ガ
ス

系
統

の
ド

ラ
ム

（V
-4

11
1）

に
流

入
し

た
。⑤

ド
ラ

ム
へ

の
流

入
過

多
に

よ
り

液
面

上
昇

の
警

報
が

発
報

さ
れ

た
が

、作
業

員
が

見
落

と
し

た
た

め
、液

状
の

ナ
フ

サ
等

が
直

接
、加

熱
炉

の
バ

ー
ナ

ー
に

流
入

し
、異

常
燃

焼
に

至
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。※

1:
今

回
の

定
期

修
理

期
間

は
45

日
間

と
長

期
間

で
あ

っ
た

こ
と

、ま
た

、天
候

不
順

に
よ

る
高

湿
度

状
態

が
続

い
た

た
め

、設
備

内
に

ス
ケ

ー
ル

が
生

成
し

や
す

い
環

境
に

あ
っ

た
。※

2:
当

該
ポ

ン
プ

は
LP

Gポ
ン

プ
で

あ
り

、密
度

の
大

き
い

ナ
フ

サ
留

分
が

含
有

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

、過
負

荷
と

な
っ

た
。今

後
は

、①
運

転
開

始
前

の
ス

ケ
ー

ル
除

去
、②

運
転

開
始

操
作

の
中

断
条

件
の

設
定

、③
燃

料
ガ

ス
系

統
へ

の
回

収
時

期
見

直
し

、④
警

報
の

差
別

化
、⑤

運
転

要
領

の
改

正
お

よ
び

保
安

教
育

、⑥
警

報
の

差
別

化
の

所
内

水
平

展
開

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
た

。

2

キ
ャ

ビ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

り
ポ

リ
ブ

タ
ジ

エ
ン

設
備

か
ら

ブ
タ

ジ
エ

ン
が

逆
流

し
爆

発

20
14

/8
/1

2
0

0
0

0
Ｃ

ブ
タ

ジ
エ

ン
爆

発
火

災
－

石
油

化
学

非
高

圧
ガ

ス
機

器
、

ポ
ン

プ

＜
製

造
中

＞
（ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
情

報
伝

達
の

不
備

＞
＜

設
計

不
良

＞
電

気
機

器

合
成

ゴ
ム

製
造

プ
ラ

ン
トの

定
期

検
査

終
了

後
、Ⅱ

期
設

備
は

ス
タ

ー
ト準

備
中

(溶
剤

運
転

)で
あ

っ
た

。①
Ⅱ

期
仕

上
工

程
点

検
の

た
め

、後
処

理
ヤ

ー
ド

か
ら

の
熱

水
フ

ィー
ド

(1
13

-P
12

-3
,4

)を
ス

トッ
プ

し
た

。②
熱

水
の

供
給

先
で

あ
る

仕
上

ヤ
ー

ド
ク

ラ
ム

脱
水

機
タ

ン
ク

(1
14

-V
2)

が
液

面
を

維
持

す
る

た
め

、1
14

-V
2か

ら
の

熱
水

リ
タ

ー
ン

が
少

な
くな

り
、熱

水
回

収
タ

ン
ク

(1
14

-V
17

-2
)の

液
面

が
低

下
し

た
。③

ス
タ

ー
ト準

備
中

で
あ

り
、熱

水
回

収
タ

ン
ク

(1
14

-V
17

-2
)の

LC
Vが

マ
ニ

ュ
ア

ル
設

定
で

あ
っ

た
た

め
、補

給
水

が
入

ら
ず

、さ
ら

に
液

面
が

低
下

し
た

。④
液

面
が

低
下

し
た

こ
と

に
よ

り
、熱

水
回

収
ポ

ン
プ

(1
14

-P
4-

6)
で

キ
ャ

ビ
テ

ー
シ

ョン
が

発
生

し
た

。⑤
コ

ア
ギ

ュ
レ

ー
タ

ー
(1

13
-V

7,
V7

-2
:圧

力
約

0.
35

M
Pa

)か
ら

Ⅱ
期

再
処

理
タ

ン
ク

(1
17

-V
1:

大
気

圧
)へ

熱
水

＋
溶

剤
が

逆
流

し
た

。⑥
11

7-
V1

を
介

し
て

Ⅱ
期

仕
上

室
に

可
燃

性
ガ

ス
が

充
満

し
た

。電
気

設
備

が
着

火
源

(非
防

爆
エ

リ
ア

)と
な

り
、爆

発
に

至
っ

た
。原

因
は

、Ⅱ
期

熱
水

回
収

タ
ン

ク
(1

14
-V

17
-2

)か
ら

熱
水

を
Ⅱ

期
熱

水
回

収
ポ

ン
プ

(1
14

-P
4-

6)
で

昇
圧

し
、コ

ア
ギ

ュ
レ

ー
タ

ー
(1

13
-V

7,
11

3-
V7

-2
)と

Ⅱ
期

再
処

理
タ

ン
ク

（1
17

-V
1）

へ
移

送
し

て
い

た
際

に
、Ⅱ

期
熱

水
回

収
ポ

ン
プ

（1
14

-P
4-

6）
が

キ
ャ

ビ
テ

ー
シ

ョン
を

起
こ

し
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。そ
の

後
に

、コ
ア

ギ
ュ

レ
ー

タ
ー

か
ら

溶
剤

（ブ
タ

ジ
エ

ン
、シ

ク
ロ

ヘ
キ

サ
ン

）を
含

む
熱

水
が

逆
流

か
つ

、Ⅱ
期

再
処

理
タ

ン
ク

（1
17

-V
1）

へ
送

液
さ

れ
た

。Ⅱ
期

再
処

理
タ

ン
ク

（1
17

-V
1）

は
大

気
開

放
タ

ン
ク

で
あ

る
た

め
、液

面
よ

り
溶

剤
が

揮
発

し
て

、合
成

ゴ
ム

Ⅱ
期

仕
上

室
に

滞
留

し
、溶

剤
ガ

ス
爆

発
混

合
気

を
形

成
し

、何
ら

か
の

稼
動

中
電

気
設

備
が

着
火

源
と

な
り

、着
火

爆
発

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

3

圧
縮

機
の

ス
タ

フ
ィン

ボ
ッ

ク
ス

の
ア

ク
リ

ル
板

が
破

損
し

、L
P

ガ
ス

漏
え

い

20
14

/2
/2

4
0

0
0

0
Ｃ

液
化

石
油

ガ
ス

破
裂

破
損

等
－

－
貯

蔵
基

地
圧

縮
機

＜
製

造
中

＞
＜

検
査

管
理

不
良

＞
無

当
該

LP
ガ

ス
圧

縮
機

の
月

例
点

検
（当

該
圧

縮
機

各
部

の
気

密
検

査
）を

実
施

す
る

た
め

、1
3時

35
分

、当
該

LP
ガ

ス
圧

縮
機

の
運

転
を

開
始

し
た

。運
転

デ
ー

タ
（1

00
％

負
荷

･負
荷

電
流

:4
1A

、1
段

吐
出

圧
力

:0
.2

4M
Pa

、1
段

吐
出

温
度

:1
3℃

）は
安

定
し

て
い

た
が

、運
転

開
始

か
ら

1時
間

15
分

後
の

14
時

50
分

、当
該

圧
縮

機
用

ベ
ン

ト配
管

の
元

弁
が

閉
止

し
て

い
た

こ
と

か
ら

、ス
タ

フ
ィン

ボ
ッ

ク
ス

内
の

圧
力

が
徐

々
に

上
昇

し
、取

り
付

け
ら

れ
た

ア
ク

リ
ル

板
が

突
然

破
損

し
、瞬

時
的

に
LP

ガ
ス

（ベ
ー

パ
ー

）が
漏

え
い

し
た

。現
場

に
い

た
所

員
が

直
ち

に
圧

縮
機

を
停

止
し

た
た

め
、L

Pガ
ス

の
漏

え
い

は
止

ま
っ

た
。ま

た
、飛

散
し

た
ア

ク
リ

ル
板

の
ス

タ
フ

ィン
ボ

ッ
ク

ス
開

口
部

か
ら

一
時

的
に

約
0.

9k
gの

LP
ガ

ス
ベ

ー
パ

ー
が

漏
え

い
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。な

お
、飛

散
し

た
ア

ク
リ

ル
破

片
は

当
該

圧
縮

機
用

電
動

機
電

源
端

子
カ

バ
ー

に
当

た
っ

て
散

在
す

る
も

漏
え

い
ガ

ス
に

よ
る

火
災

･爆
発

事
故

な
ら

び
に

ア
ク

リ
ル

板
の

破
片

飛
散

に
よ

る
人

身
事

故
は

発
生

し
て

い
な

い
。ス

タ
フ

ィン
ボ

ッ
ク

ス
用

ア
ク

リ
ル

板
の

破
損

に
よ

る
LP

ガ
ス

漏
え

い
は

、前
回

（2
01

2年
12

月
3日

）発
生

し
た

事
故

内
容

と
結

果
的

に
同

一
事

例
で

あ
る

が
、

前
回

事
例

を
反

省
し

、カ
ー

ボ
ン

粉
末

の
閉

塞
が

確
認

さ
れ

た
ベ

ン
ト配

管
を

新
替

し
た

。今
回

の
直

接
原

因
は

、メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
考

慮
し

て
新

設
し

た
ベ

ン
ト配

管
放

出
元

弁
（以

降
、元

弁
と

い
う

）が
閉

止
し

て
い

た
た

た
め

と
推

定
さ

れ
る

。ま
た

、間
接

原
因

は
、圧

縮
機

運
転

開
始

前
に

当
該

元
弁

の
状

態
（開

放
状

態
）を

確
認

忘
れ

に
よ

っ
て

本
事

故
事

例
の

発
生

に
至

っ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。元
弁

の
開

放
に

よ
っ

て
、圧

縮
機

運
転

中
に

発
生

す
る

許
容

漏
出

ガ
ス

（微
量

の
漏

出
は

往
復

動
圧

縮
機

の
構

造
上

避
け

ら
れ

な
い

も
の

で
あ

る
）は

、ベ
ン

ト配
管

か
ら

元
弁

を
通

じ
て

大
気

放
出

さ
れ

る
構

造
と

な
っ

て
お

り
、元

弁
の

閉
止

に
よ

っ
て

、ス
タ

フ
ィン

ボ
ッ

ク
ス

内
の

圧
力

は
上

昇
し

、そ
の

後
圧

力
に

耐
え

ら
れ

な
くな

っ
た

ア
ク

リ
ル

板
が

破
損

し
、瞬

時
的

に
LP

ガ
ス

漏
え

い
に

至
っ

た
も

の
と

推
察

さ
れ

る
。今

後
は

、運
転

開
始

前
に

当
該

運
転

圧
縮

機
の

ベ
ン

ト配
管

各
部

の
バ

ル
ブ

状
況

を
確

認
後

、計
器

室
に

連
絡

す
る

手
順

に
改

め
る

こ
と

と
し

た
。ま

た
、L

Pガ
ス

圧
縮

機
運

転
操

作
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
新

替
え

し
た

ベ
ン

ト配
管

の
バ

ル
ブ

（ベ
ン

ト配
管

放
出

元
弁

）開
閉

状
況

を
確

認
す

る
こ

と
を

追
加

す
る

。
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（表２）漏えいの次に火災に至った事故事例（平成 26年） 

 

  

No
.

事
故

名
称

年
月

日
死 者

重 傷
軽 傷

計
規 模

物
質

名
1次

事
象

2次
事

象
噴

出
・漏

え
い

の
分

類
業

種
設

備
区

分
取

扱
状

態
事

故
原

因
(主

因
)

事
故

原
因

(副
因

)
着

火
源

事
故

概
要

1

重
質

油
熱

分
解

装
置

に
お

け
る

コ
ー

ク
ド

ラ
ム

の
安

全
弁

出
口

配
管

か
ら

の
漏

え
い

火
災

20
14

/1
1/

2
0

0
0

0
Ｃ

炭
化

水
素

、
硫

化
水

素
、

灯
油

漏
洩

火
災

＜
漏

え
い

①
＞

（腐
食

：内
面

）
石

油
精

製
配

管
＜

製
造

中
＞

（定
常

運
転

）
＜

腐
食

管
理

不
良

＞
＜

検
査

管
理

不
良

＞
高

温
物

体

事
故

当
時

は
通

常
運

転
中

で
あ

っ
た

。1
1月

2日
5時

32
分

、協
力

会
社

社
員

が
発

災
箇

所
付

近
で

の
火

炎
を

確
認

し
、計

器
室

の
コ

ー
ク

ス
係

員
に

連
絡

し
た

。班
長

は
計

器
室

よ
り

火
炎

を
遠

隔
監

視
カ

メ
ラ

に
て

確
認

し
、5

時
37

分
に

11
9番

通
報

を
行

い
、当

該
装

置
の

緊
急

運
転

停
止

操
作

を
開

始
し

た
。当

直
者

が
現

場
に

急
行

し
、5

時
55

分
に

自
衛

の
現

地
本

部
を

設
置

し
た

。6
時

00
分

に
公

設
消

防
が

現
地

に
到

着
し

、「
公

設
現

地
本

部
」を

設
置

後
、公

設
消

防
指

揮
の

も
と

、冷
却

散
水

を
開

始
し

た
。冷

却
散

水
後

の
6時

20
分

、火
炎

が
見

え
な

くな
り

、こ
の

時
刻

を
も

っ
て

鎮
火

確
認

時
刻

と
し

た
。①

配
管

内
に

水
蒸

気
や

硫
化

水
素

が
存

在
し

、結
露

し
た

水
に

硫
化

水
素

が
溶

解
し

、「
湿

潤
硫

化
物

腐
食

環
境

」を
形

成
し

、腐
食

に
よ

り
硫

化
鉄

が
生

成
さ

れ
、配

管
の

水
平

部
で

ス
ラ

ッ
ジ

と
し

て
堆

積
し

た
。②

さ
ら

に
、こ

の
硫

化
水

素
と

機
器

の
開

放
点

検
の

際
に

浸
入

し
た

酸
素

お
よ

び
残

留
し

て
い

た
水

分
が

反
応

し
て

硫
酸

が
生

じ
、腐

食
減

肉
が

進
行

し
た

。原
因

は
①

と
②

の
繰

り
返

し
に

よ
り

最
終

的
に

開
口

に
至

っ
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。ま
た

、噴
出

し
た

油
分

が
近

接
し

た
機

器
の

保
温

内
部

に
浸

入
し

発
火

し
、火

災
に

至
っ

た
も

の
と

見
ら

れ
る

。今
後

は
、①

焼
損

部
位

を
サ

ン
プ

リ
ン

グ
し

、原
因

究
明

を
行

い
、配

管
を

更
新

す
る

。②
類

似
箇

所
の

水
平

展
開

調
査

を
行

う
。③

腐
食

管
理

を
見

直
す

。

2

接
触

改
質

装
置

の
フ

ラ
ン

ジ
か

ら
の

水
素

、ナ
フ

サ
漏

え
い

火
災

20
14

/7
/7

0
0

0
0

Ｂ
２

水
素

、ナ
フ

サ
漏

洩
火

災

＜
漏

え
い

②
＞

（締
結

部
：

フ
ラ

ン
ジ

式
継

手
）

石
油

精
製

継
手

、熱
交

換
器

＜
製

造
中

＞
（シ

ャ
ッ

トダ
ウ

ン
）

＜
締

結
管

理
不

良
＞

自
然

発
火

台
風

8号
接

近
の

た
め

、7
月

7日
16

時
よ

り
製

造
装

置
の

運
転

停
止

作
業

を
開

始
し

た
。オ

ペ
レ

ー
タ

ー
が

17
時

31
分

に
E-

30
2フ

ラ
ン

ジ
部

か
ら

10
cm

程
度

の
炎

が
間

欠
的

に
上

が
っ

て
い

る
の

を
確

認
し

た
。直

ち
に

制
御

室
に

連
絡

し
、ス

チ
ー

ム
で

消
火

し
た

。原
因

は
、運

転
停

止
作

業
の

降
温

段
階

で
、ボ

ル
トそ

の
他

の
部

品
の

熱
収

縮
に

よ
り

フ
ラ

ン
ジ

付
近

圧
の

変
動

が
起

こ
っ

た
た

め
と

推
定

さ
れ

る
。フ

ラ
ン

ジ
接

続
部

か
ら

内
部

ガ
ス

(水
素

＋
ナ

フ
サ

)が
噴

出
し

、噴
出

し
た

ガ
ス

は
高

温
の

た
め

、自
然

発
火

し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。今
後

は
、類

似
熱

交
換

器
の

リ
ー

ク
チ

ェッ
ク

を
行

い
、漏

え
い

が
無

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

3
実

験
中

の
ブ

タ
ン

ガ
ス

漏
え

い
火

災
20

14
/5

/3
0

0
0

0
0

Ｃ
炭

化
水

素
漏

洩
火

災
＜

漏
え

い
③

＞
（実

験
中

）
一

般
化

学
ウ

ォ
ー

タ
リ

ン
グ

カ
ッ

タ
ー

＜
製

造
中

＞
（ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

）

＜
操

作
基

準
の

不
備

＞
静

電
気

L1
棟
Φ

40
-9

0タ
ン

デ
ム

押
出

機
(N

PS
)ウ

ォ
ー

タ
ー

リ
ン

グ
カ

ッ
タ

ー
(W

RC
)設

備
を

使
用

し
、ポ

リ
プ

ロ
ピ

レ
ン

に
ブ

タ
ン

ガ
ス

を
含

侵
し

て
押

し
出

し
、発

泡
ビ

ー
ズ

を
生

産
す

る
実

験
を

し
て

い
た

。条
件

が
安

定
す

る
ま

で
W

RC
ダ

イ
ス

か
ら

樹
脂

を
垂

れ
流

し
中

、メ
ン

バ
ー

が
ダ

イ
ス

部
分

か
ら

約
Φ

50
cm

リ
ン

グ
状

の
範

囲
で

、オ
レ

ン
ジ

色
の

炎
が

上
が

っ
て

い
る

の
を

発
見

し
、二

酸
化

炭
素

消
火

器
(薬

剤
質

量
CO

2 
2.

4k
g)

1本
を

使
用

し
、消

火
し

た
。原

因
は

、ウ
ォ

ー
タ

ー
リ

ン
グ

カ
ッ

タ
ー

ダ
イ

ス
か

ら
押

し
出

さ
れ

た
垂

れ
流

し
中

の
ポ

リ
プ

ロ
ピ

レ
ン

中
か

ら
逸

散
し

た
ブ

タ
ン

ガ
ス

が
燃

焼
範

囲
と

な
り

、静
電

気
で

着
火

し
た

も
の

と
推

定
さ

れ
る

。

4

反
応

器
フ

ラ
ン

ジ
か

ら
の

水
素

、ア
ニ

リ
ン

漏
え

い
火

災

20
14

/2
/2

7
0

0
0

0
Ｂ

２
水

素
、ア

ニ
リ

ン
漏

洩
火

災

＜
漏

え
い

②
＞

（締
結

部
：

フ
ラ

ン
ジ

式
継

手
）

石
油

化
学

継
手

＜
製

造
中

＞
（定

常
運

転
）

＜
設

計
不

良
＞

静
電

気

2時
15

分
頃

、第
二

ア
ニ

リ
ン

製
造

施
設

ア
ニ

リ
ン

設
備

No
.1

反
応

器
（B

R-
31

1B
）出

口
（内

容
物

:水
素

ガ
ス

＋
ア

ニ
リ

ン
ガ

ス
）ミ

キ
サ

ー
の

フ
ラ

ン
ジ

保
温

部
に

小
火

を
確

認
し

た
。運

転
員

が
消

火
器

に
て

消
火

し
た

（5
0型

×
1本

）。
そ

の
後

、消
火

栓
よ

り
放

水
を

実
施

し
、2

時
28

分
鎮

火
し

た
。N

o.
1反

応
器

で
は

、ニ
トロ

ベ
ン

ゼ
ン

と
水

素
を

反
応

さ
せ

ア
ニ

リ
ン

を
製

造
し

て
い

る
が

、運
転

経
過

と
と

も
に

No
.1

反
応

器
内

の
触

媒
が

劣
化

す
る

た
め

、出
口

温
度

が
徐

々
に

上
昇

す
る

。こ
の

た
め

、温
度

調
整

用
に

低
温

の
水

素
を

流
入

し
て

い
る

。今
回

事
故

が
発

生
し

た
ミキ

サ
ー

の
フ

ラ
ン

ジ
部

は
、水

素
が

プ
ロ

セ
ス

ラ
イ

ン
に

導
入

さ
れ

る
箇

所
の

直
上

に
あ

る
。こ

の
構

造
の

た
め

、低
温

の
水

素
に

よ
り

フ
ラ

ン
ジ

部
に

温
度

分
布

が
発

生
し

た
。原

因
は

、水
素

で
冷

や
さ

れ
た

フ
ラ

ン
ジ

部
の

一
部

の
締

め
付

け
トル

ク
が

低
下

し
た

結
果

、水
素

お
よ

び
ア

ニ
リ

ン
が

漏
え

い
し

、着
火

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

低
い

水
素

に
静

電
気

着
火

し
た

と
推

定
さ

れ
る

。

5

グ
ラ

イ
ン

ダ
ー

に
よ

る
切

断
作

業
中

の
火

花
が

フ
ラ

ン
ジ

部
か

ら
漏

え
い

し
た

酸
素

ガ
ス

に
着

火
し

火
災

20
14

/8
/1

9
0

0
0

0
Ｃ

酸
素

漏
洩

火
災

＜
漏

え
い

②
＞

（締
結

部
：

フ
ラ

ン
ジ

式
継

手
）

一
般

化
学

フ
ラ

ン
ジ

＜
製

造
中

＞
（定

常
運

転
）

＜
施

工
管

理
不

良
＞

火
花

（グ
ラ

イ
ン

ダ
ー

）

加
圧

ガ
ス

入
口

元
弁

下
部

配
管

断
熱

材
(硬

質
ウ

レ
タ

ン
フ

ォ
ー

ム
)外

装
板

と
水

切
り

の
シ

ー
ル

部
分

を
切

断
中

に
、同

弁
下

部
配

管
外

装
内

部
か

ら
発

煙
が

見
ら

れ
た

の
で

、粉
末

消
火

器
を

使
用

す
る

も
発

煙
は

収
ま

ら
な

か
っ

た
。そ

こ
で

、同
弁

上
部

断
熱

材
外

装
板

を
取

り
外

し
た

と
こ

ろ
、火

災
が

発
生

し
た

た
め

、水
バ

ケ
ツ

と
消

火
器

に
よ

り
消

火
し

た
。原

因
は

、加
圧

ガ
ス

入
口

元
弁

フ
ラ

ン
ジ

部
か

ら
漏

え
い

し
た

酸
素

ガ
ス

が
、同

弁
下

部
配

管
の

断
熱

材
と

外
装

板
の

す
き

間
に

滞
留

し
、グ

ラ
イ

ン
ダ

ー
の

火
花

に
よ

り
断

熱
材

が
発

災
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。今

後
は

、類
似

構
造

物
の

点
検

を
行

う
。

6
LP

G貯
槽

の
放

出
管

か
ら

の
漏

え
い

火
災

20
14

/8
/2

5
0

0
0

0
Ｂ

２
液

化
石

油
ガ

ス
漏

洩
火

災
＜

漏
え

い
②

＞
（開

閉
部

：
バ

ル
ブ

）
石

油
精

製
弁

、放
出

管
＜

製
造

中
＞

（定
常

運
転

）
＜

シ
ー

ル
管

理
不

良
＞

落
雷

平
成

26
年

8月
25

日
（月

）2
0時

11
分

頃
、球

形
貯

槽
（4

基
）に

お
い

て
、タ

ン
ク

ゲ
ー

ジ
の

故
障

を
知

ら
せ

る
警

報
が

計
器

室
内

DC
Sに

て
発

報
し

た
。そ

の
後

、操
油

係
員

が
T2

0-
10

1貯
槽

上
部

付
設

の
高

所
放

出
管

か
ら

の
火

災
を

発
見

し
た

。火
災

の
発

生
し

た
高

所
放

出
管

は
弁

1つ
で

可
燃

性
ガ

ス
と

大
気

と
を

縁
切

り
し

て
い

る
。原

因
は

、弁
の

シ
ー

ト漏
れ

に
よ

り
可

燃
性

ガ
ス

が
大

気
放

出
管

よ
り

放
出

さ
れ

、落
雷

に
よ

り
着

火
し

た
も

の
と

推
定

さ
れ

る
。し

か
し

、漏
え

い
の

原
因

と
な

っ
た

弁
の

分
解

点
検

、シ
ー

ト漏
れ

試
験

を
行

っ
た

結
果

、シ
ー

ル
性

能
が

維
持

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
た

た
め

、詳
細

な
漏

え
い

原
因

に
つ

い
て

は
不

明
で

あ
る

。今
後

は
、①

当
該

箇
所

を
含

む
類

似
の

17
か

所
に

閉
止

板
を

挿
入

す
る

。②
原

因
に

つ
い

て
教

育
を

行
う

と
と

も
に

、運
転

標
準

を
改

定
す

る
。③

運
転

員
能

力
マ

ッ
プ

(習
得

す
べ

き
知

識
・技

術
・技

能
)に

シ
ン

グ
ル

弁
の

シ
ー

ト漏
れ

対
策

を
追

記
す

る
。④

3ヵ
月

に
1度

の
頻

度
で

球
形

貯
槽

上
部

も
点

検
す

る
。
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１－４ 化学物質に起因する労働災害（爆発、火災、破裂）の事故動向 

（業種：化学工業） 

（１）起因物が危険物、有害物等 

 

労働者死傷病報告に基づく統計  

平成 10 年からの累計被災者数             （平成 27 年３月末現在報告のあったもの） 

災害の種類 爆発 火災 破裂 合計 

死傷者数 147（16） 111（8） 10（0） 268（24） 

かっこ内は死亡者数（内数）  

 

（２）起因物が化学設備 

労働者死傷病報告に基づく統計       

（平成 26 年３月末現在報告のあったもの） 

災害の種類 爆発 火災 破裂 合計 

死傷者数 35（10） 7（0） 5（0） 47（10） 

かっこ内は死亡者数（内数）  
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２．石油コンビナート等における事故事例 

２－１ 危険物事故 

危険物施設の主な事故事例については、毎年、消防庁における危険物に係る

事故の公表の際に、統計数字とともに公表しています（平成２６年中について

は、下の URL）。 

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h27/05/270529_houdou_3.pdf 

 

なお、平成 26 年中の危険物に係る事故の主なポイントは、次のとおりです。 

(1) 火災事故 

火災危険性（１万施設当たりの火災事故の発生件数）の高い危険物施設は、製造所、一

般取扱所の順となっており、近年この傾向は変わっていない。 

施設別の火災事故発生件数については、一般取扱所、製造所、給油取扱所の順となって

おり、この３施設で全体の約 93％（188 件/203 件）を占め、火災事故１件当たりの損害額

も同順序となっている。 

火災事故の発生原因では、維持管理不十分等の人的要因が約 61％と最も高い割合を占め

ている。一方、主な着火原因では、静電気火花が約 21％と最も高い割合を占めている。 

(2) 流出事故 

流出事故の危険性（１万施設当たりの流出事故の発生件数）の高い危険物施設は、製造

所、移送取扱所、一般取扱所、屋外タンク貯蔵所、移動タンク貯蔵所の順となっているが、

平成 26年中の流出事故については、製造所及び移動タンク貯蔵所における流出事故の発生

件数が著しく増加している。 

流出事故の発生原因は、物的要因が約 57％（227 件/396 件）を占めている。このうち、

腐食疲労等劣化によるものが約 65％（148件/227件）を占めている。 

http://www.fdma.go.jp/concern/law/tuchi2705/pdf/270529_syobouki122.pdf 

 

石油コンビナート等特別防災区域内の特定事業所において発生した主な事故

事例については、毎年、消防庁における石油コンビナート等特別防災区域内の

特定事業所において発生した事故の公表の際に、統計数字とともに公表してい

ます（平成２６年については、下の URL）。 

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h27/05/270529_houdou_2.pdf 

 

（一財）消防科学総合センターが運営している消防防災博物館において、「火

災・事故防止に資する防災情報データベース」として、概要、原因、再発防止

対策等を公表している。 

http://www.bousaihaku.com/cgi-bin/bousaiinfo/index.cgi 

 

毎年、消防庁と危険物保安技術協会において、危険物の製造、貯蔵、輸送、

取扱いに係る事故防止を目的として、危険物に係る事故の防止に係る論文を広

く募集し、消防庁長官賞、危険物保安技術協会理事長賞、奨励賞を授賞してい

ます。 

http://www.khk-syoubou.or.jp/pdf/info/ronbun_27_4_13.pdf 

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h27/05/270529_houdou_3.pdf
http://www.fdma.go.jp/concern/law/tuchi2705/pdf/270529_syobouki122.pdf
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/houdou/h27/05/270529_houdou_2.pdf
http://www.bousaihaku.com/cgi-bin/bousaiinfo/index.cgi
http://www.khk-syoubou.or.jp/pdf/info/ronbun_27_4_13.pdf
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２－２ 高圧ガス事故の事例 

 

（１）コンビナート事業所等における事故事例 

経済産業省の委託事業として、コンビナート事業所等における事故事例につ

いて、事故原因、再発防止策、教訓等をとりまとめ、毎年度 15 事例程度をウ

ェブサイトで公表しています。 
https://www.khk.or.jp/activities/incident_investigation/hpg_incident/comb.html 

 

＜平成 25年に発生した事故事例＞（ ）内は事故発生日 

・自主検査中における弁からのアンモニア漏えい(1/16) 

・湿式酸化設備における熱交換器のチューブからの漏えい(5/17) 

・接触改質装置加熱炉からの LPガス漏えい、爆発(7/19) 

・ポリブテン製造装置の冷却器の安全弁作動によるアンモニア漏えい(6/9) 

・安全弁及びフランジからのエチレンアミンガス漏えい(8/6) 

・接触改質装置のサンプリング配管からのナフサ漏えい、火災(10/9) 

・空気液化分離装置からの液化ガス漏えい、破損(7/1) 

・リターンガス回収用フレキシブルチューブからの炭酸ガス漏えい(7/17) 

・移送配管のフランジからの LPガス漏えい(8/8) 

・液面計の高圧側バルブグランド部からのアンモニア漏えい(9/4) 

・塩酸蒸留塔に接続されたホースからの塩化水素などの漏えい(3/13) 

・熱交換器出口配管からの硫化水素漏えい(7/27) 

・保管中のフルオロカーボン容器の破裂(8/11) 

・ポンプ吸入配管のドレンノズル取付け部からのアンモニア漏えい(8/5) 

 

（２）事故の類型化調査 

経済産業省の委託事業として、同様の設備、部位、操作、ガス種等で繰り返

し発生している事故や同じ原因と考えられる事故を抽出・類型化し、原因や注

意すべき事項をとりまとめ、毎年度 2～3 事例をウェブサイトで公表していま

す。 
http://www.khk.or.jp/activities/incident_investigation/hpg_incident/statistics_material.html 

 

＜平成 26年度に実施した事故の類型化調査＞ 

・酸素などの断熱圧縮と摩擦熱による高圧ガス事故の注意事項について  

・軸封装置の事故の注意事項について 

・水素スタンドにおける高圧ガス事故の注意事項について 

 

（３）高圧ガス保安法事故一覧 

「高圧ガス保安法事故一覧」にて、平成 25 年に発生した事故一覧を四半期

ごとに掲載しています。 
https://www.khk.or.jp/activities/incident_investigation/hpg_incident/statistics_material.html 

また、過去（昭和 40年から平成 26年まで）に発生した事故を「事故事例デ

https://www.khk.or.jp/activities/incident_investigation/hpg_incident/comb.html
http://www.khk.or.jp/activities/incident_investigation/hpg_incident/statistics_material.html
https://www.khk.or.jp/activities/incident_investigation/hpg_incident/statistics_material.html
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ータベース」にて、検索してダウンロードすることができます。 
https://www.khk.or.jp/activities/incident_investigation/hpg_incident/incident_db.html 

 

 

２－３ 化学物質に起因する労働災害事例 

厚生労働省ホームページ内「職場のあんぜんサイト」に、化学物質による災

害事例を公開しています。 

http://anzeninfo.mhlw.go.jp/user/anzen/kag/saigaijirei.htm 

「職場のあんぜんサイト」には、化学物質に限りませんが、以下のような各

種の労働災害統計・災害事例を公開しています。 

・ 労働災害統計 

・ 労働災害原因要素の分析 

・ 労働災害動向調査（度数率、強度率） 

・ 災害事例 

・ 指導災害データベース 

・ 労働災害（死傷）データベース 

・ ヒヤリハット事例 

http://anzeninfo.mhlw.go.jp/ 

また、（独）労働安全衛生総合研究所において、爆発火災データベースを公

開しています。 

http://www.jniosh.go.jp/publication/houkoku/houkoku_2013_03.html 

 

３．３省共同ホームページによる情報提供 

３省では、石油コンビナート等における災害防止対策検討関係省庁連絡会議

報告書に基づき「３省共同運営サイト」を運用しています。石油コンビナート

等災害防止 3省連絡会議の結果や事故情報、良好事例、通知文書一覧、業界団

体の行動計画等を掲載していますのでご活用下さい。 

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList4_16.html 

 

https://www.khk.or.jp/activities/incident_investigation/hpg_incident/incident_db.html
http://anzeninfo.mhlw.go.jp/user/anzen/kag/saigaijirei.htm
http://anzeninfo.mhlw.go.jp/
http://www.jniosh.go.jp/publication/houkoku/houkoku_2013_03.html
http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList4_16.html

